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Limited local government management resources have prompted
neighboring areas to collaborate. Consequently, portal sites are
required that disseminate cross-boundary local information without
using a local government framework. Thus, a portal site was devel-
oped that provides cross-boundary content and promotes cooperation
between local governments.
Chapter 1 discusses current local portal sites, problems in local gov-
ernment cooperation, and the growing need for portal sites. Chapter
2 highlights public institutions that promote local industry and intro-
duces a portal site designed for them. This chapter explains current
sites ’problems with maintainability, search accuracy, and quickness,
and how improving these areas supports local government cooperation.
Chapter 3 discusses portal site development based on information
ltering, the focus of this thesis. Strategies are introduced to improve
maintainability via a web crawler, search accuracy via URL ltering,
and quickness via an RSS parser. The web crawler monitors web-
sites that publish local information, automatically updates the portal
site, and has an internal information ltering function that selects the
ii Abstract
desired web pages from a website URL. The RSS parser parses feeds
from websites, publishes the newest information on the portal site, and
triggers the web crawler.
Chapter 4 discusses implementation and assessment testing of the
portal site for public institutions that promote local industry, and
demonstrates the site’s superior maintainability, search accuracy, and
quickness. Chapter 5 considers expansion and search accuracy im-
provement for the portal site. Pattern matching from a term list incor-
porated into the web crawler is proposed for ensuring search accuracy,
maintainability, and quickness after portal site expansion. Chapter 6
discusses implementation and assessment testing of a portal site for
the tourism industry and shows that it also improves availability for
foreign tourists.
Chapter 7 discusses how the portal site promotes cooperation in in-
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地域ポータルサイトの例として，つくば市 [3] や八王子市 [4, 5, 6] の








































































6 第 1章 序論
ポータルサイトで扱うべき大規模な文書集合を分類するためには，コン
ピュータによる自動的な処理が不可欠である．そのための技術が，文書の














































8 第 1章 序論
システムを構築するのは困難である．このような理由から，マルチメディ
ア情報そのものから得られる特徴量に基づいた検索手法が提案されてい
























































術研究センターの業務方法書の抜粋を図 2.1に示す．図 2.1の第 3条に示
された業務を依頼試験と呼び，公設試の利用者から製品やその部品など
の試験品を受け，その特性の測定や分析を請け負い，結果を証明書として























































































































































20 第 2章 地域ポータルサイトの現状と課題
図 2.6. 関西ラボねっと
を利用して更新を自動化することで，保守性を向上させている．
しかしながら，Googlebot が各機関の Web サイトを訪れるタイミン







































図 2.8. 四国 4県連携新製品開発支援協議会
2.3.5 四国 4県連携新製品開発支援協議会







































26 第 2章 地域ポータルサイトの現状と課題
表 2.1. ポータルサイトの実現方法とその性質
実現方法 保守性 検索精度 迅速性
手動による情報更新 低い 高い 低い
全文検索システムの利用 高い 低い 高い
（Namazuなど）



















するため，Web クローラと RSS パーサを基盤とするポータルサイト















































































である Hyper Estraier[59, 60] を利用する．Hyper Estraier には標準で
32 第 3章 Webクローラと RSSパーサによるポータルサイトの開発
 






































ング対象として妥当なWeb ページ，すなわち URL フィルタにマッチす
るWebページがあれば，その時点でクローリングを開始する．
新着お知らせの実装は，サーバサイドで動作するスクリプト言語と，そ





























































































































44 第 4章 産業ポータルサイトへの応用
図 4.6. 旧サイトの編集用フォーム
4.2.3 XMLによる情報更新




























46 第 4章 産業ポータルサイトへの応用
のファイルを定期的にダウンロードする．

























設備情報 リンク構造 設備情報 リンク構造
埼玉 14 0 5 0
千葉 3 0 5 0
東京 83 0 59 1
神奈川 3 0 8 0
















































































表される．正解文書数を C，正解ヒット数を Rとすると，再現率は R=C
となる．







検索ワード N R R=N N R R=N
造形 358 11 0.03 17 11 0.65
万能試験機 416 14 0.03 22 14 0.63
耐候性 162 11 0.07 13 11 0.85
雷サージ 83 9 0.11 12 9 0.75
Ge半導体 44 1 0.02 2 1 0.50
三次元測定 477 19 0.04 30 19 0.63
3Dスキャナ 11 1 0.09 2 1 0.50
分光 201 14 0.07 15 14 0.93
エミッション 130 10 0.08 11 10 0.91




解ヒット数 R，適合率 R=N を，横断検索と URLフィルタを設定した場
合を比較して，表 4.5に示す．横断検索の列は，全てのWebページを検
索対象としたときの結果であり，九州・沖縄バーチャル公設試と同様の手










































































































































58 第 5章 産業ポータルサイトの拡張
らせを拡張できることが分かった．1つ注意を要するのは，新潟県工業技
術総合研究所や山梨県工業技術センターのように，自らが保有するWeb





























60 第 5章 産業ポータルサイトの拡張
表 5.4. 設備情報とリンク構造の変更回数（拡張後）
2012年 2013年
設備情報 リンク構造 設備情報 リンク構造
茨城 5 1 8 0
栃木 4 0 5 0
群馬 5 0 4 0
埼玉 14 0 5 0
千葉 3 0 5 0
東京 83 0 59 1
神奈川 3 0 8 0
横浜 3 0 2 0
新潟 3 0 6 0
山梨 3 0 4 0
山梨富士 3 0 3 0
長野 6 0 20 0
静岡 6 0 4 0

















条件を表 5.5，Webクローラの設定を図 5.6および図 5.7に示す．評価対
象を 13機関に拡張した以外は，拡張前と同様の条件である．
この条件でクローリングと検索を実行したときの検索ヒット数 N，正

















































































拡張前 4サイト 拡張後 13サイト
検索ワード N R R=N N R R=N
造形 17 11 0.65 24 17 0.71
万能試験機 22 14 0.63 42 30 0.71
耐候性 13 11 0.85 17 12 0.71
雷サージ 12 9 0.75 23 18 0.78
Ge半導体 2 1 0.50 2 1 0.50
三次元測定 30 19 0.63 42 23 0.55
3Dスキャナ 2 1 0.50 3 1 0.33
分光 15 14 0.93 20 19 0.95
エミッション 11 10 0.91 19 15 0.79















次に，改良後の Web クローラおよび検索エンジンを，表 5.5，表 5.6







5.5 第 5章のまとめ 67
表 5.9. 適合率（パターンマッチング追加後）
検索ワード N R R=N
造形 23 17 0.74
万能試験機 40 30 0.75
耐候性 14 12 0.86
雷サージ 20 18 0.90
Ge半導体 1 1 1.00
三次元測定 33 23 0.70
3Dスキャナ 3 1 0.33
分光 20 19 0.95
エミッション 19 15 0.79































































































































































80 第 6章 観光ポータルサイトへの応用
表 6.1. 回答結果
被験者番号 国籍 指示 1 指示 2 指示 3
被験者 1 中国 ○ ○ ○
被験者 2 日本 ○ ○ ○
被験者 3 日本 ○ ○ ○
被験者 4 中国 ○ ○ ○
被験者 5 中国 ○ ○ ○
被験者 6 イラン ○ ○ ○
被験者 7 日本 ○ ○ ○
被験者 8 日本 ○ ○ ○
被験者 9 日本 ○ ○ ○
被験者 10 日本 ○ ○ ○
被験者 11 日本 ○ ○ ○
被験者 12 日本 ○ ○ ○
被験者 13 日本 ○ ○ ○
被験者 14 日本 ○ ○ ○
被験者 15 日本 ○ ○ ○
被験者 16 日本 ○ ○ ○
被験者 17 日本 ○ ○ ○
被験者 18 中国 ○ ○ ○
被験者 19 中国 ○ ○ ○
被験者 20 ネパール ○ ○ ○
被験者 21 ドミニカ ○ ○ ○
被験者 22 中国 ○ ○ ○
被験者 23 中国 ○ ○ ○
6.6 第 6章のまとめ 81
表 6.2. 画面遷移数
被験者番号 国籍 指示 1 指示 2 指示 3
被験者 1 中国 2 1 7
被験者 2 日本 2 1 8
被験者 3 日本 1 1 2
被験者 4 中国 2 2 3
被験者 5 中国 1 1 3
被験者 6 イラン 7 3 10
被験者 7 日本 1 1 4
被験者 8 日本 2 2 3
被験者 9 日本 2 1 5
被験者 10 日本 3 1 4
被験者 11 日本 1 1 7
被験者 12 日本 2 2 3
被験者 13 日本 2 1 6
被験者 14 日本 1 1 2
被験者 15 日本 3 2 2
被験者 16 日本 2 2 8
被験者 17 日本 2 1 7
被験者 18 中国 1 1 3
被験者 19 中国 1 1 4
被験者 20 ネパール 1 1 2
被験者 21 ドミニカ 1 1 2
被験者 22 中国 1 1 2
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